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研究成果の概要（和文）： 
	
 イットリウム-90標識抗CD20抗体イブリツモマブ	
 チウキセタンによって治療を受けたCD20

陽性 B 細胞性非ホジキンリンパ腫症例において、治療前後に FDG による糖代謝や FMISO による

低酸素のPET/CTイメージングを実施し、その変化を経時的に評価した。またIn-111標識抗 CD20

抗体の SPECT/CT を用いたイメージングによって抗原発現も評価した。これら糖代謝、低酸素状

態、CD20 の発現と、Y-90 標識抗体による治療効果との関連について解析した。	
 

 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
   In	
 patients	
 with	
 CD20	
 positive	
 B-cell	
 non-Hodgkin	
 lymphoma	
 who	
 underwent	
 yttrium-90	
 
labeled	
 anti-CD20	
 ibritumomab	
 tiuxetan	
 therapy,	
 glucose	
 metabolism	
 by	
 FDG	
 and	
 hypoxia	
 
by	
 FMISO	
 were	
 evaluated	
 with	
 PET/CT	
 before	
 and	
 after	
 therapy,	
 and	
 changes	
 were	
 analyzed	
 
over	
 time.	
 Antigen	
 expression	
 of	
 CD20	
 was	
 also	
 evaluated	
 by	
 SPECT/CT	
 using	
 indium-111	
 
labeled	
 anti-CD20	
 antibody.	
 Association	
 of	
 glucose	
 metabolism,	
 hypoxia,	
 and	
 CD20	
 
expression	
 with	
 therapeutic	
 response	
 was	
 analyzed.	
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１．研究開始当初の背景 
	
 イットリウム-90（Y-90）標識抗 CD20 抗
体イブリツモマブ	
 チウキセタン療法は、
治療抵抗性の低悪性度 B 細胞性非ホジキン
リンパ腫に対する有効な治療法であり、ま

た臨床的に実用に至った初めての放射免疫
療法である。病変の糖代謝、低酸素、抗原
発現をイメージングによって評価し、腫瘍
の性質を明らかにするとともに、効果判定
や予後予測につなげることは意義が大きい
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と考えられる。	
 
 
２．研究の目的 
	
 低悪性度 B細胞性非ホジキンリンパ腫に対
する Y-90 標識抗 CD20 抗体イブリツモマブ	
 
チウキセタン療法における、病巣の糖代謝、
低酸素、抗原発現の生物学的特性について解
析して、腫瘍の性質を明らかにするとともに、
効果判定や予後予測における有用性を検討
することを目的とした。	
 
 
３．研究の方法 
	
 Y-90 標識抗 CD20 抗体イブリツモマブ	
 チ
ウキセタンによって治療を受けたCD20陽性B
細胞性非ホジキンリンパ腫症例において、治
療前後に2-deoxy-2-	
 [18F]fluoro-D-glucose	
 
（ FDG ） に よ る 糖 代 謝 や [18F]	
 
fluoromisonidazole	
 (FMISO)による低酸素の
PET/CT イメージングを実施し、その変化を経
時的に評価した。また In-111 標識抗 CD20 抗
体の SPECT/CT を用いたイメージングによっ
て抗原発現も評価した。これら糖代謝、低酸
素状態、CD20 の発現と、Y-90 標識抗体によ
る治療効果との関連について解析した。PET
薬剤として FDG および FMISO を用いた。Y-90
抗体療法の前後で FDG および FMISO を用いた
PET/CT を施行し、腫瘍集積を SUV として算出
して定量的に解析した。また In-111 抗体イ
メージングを Y-90 抗体治療前に SPECT/CT を
用いて実施し、腫瘍の集積量を%ID/g として
表した。また比較対象のため外部放射線照射
症例において FDG および FMISO を用いて
PET/CT を施行し、腫瘍集積を定量した。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 Y-90 標識抗体療法を受けた低悪性度Ｂ細
胞性非ホジキンリンパ腫症例において、
FMISO を投与して経時的に PET で撮像し集積
を評価したところ、治療前に比べて治療２週
間後は有意に低下し、治療前に低酸素状態が
存在すること、および内部放射線照射による
再酸素化が起こったことが示唆された。外部
照射症例においても治療後の FMISO 集積の低
下が観察され、Y-90 抗体による内部照射と同
様の傾向が確認できた。FDG については Y-90
標識抗体療法によって、リンパ腫病変の集積
が経時的低下を来すことを定量的に確認し
た。さらに治療前の FDG 集積と治療効果の間
には有意な関連があって、FDG 集積が高いも
のは治療効果が低かった。一方治療前の
In-111 抗体の集積は治療効果との有意な関
連はなく、治療前の In-111 抗体集積が低く
ても治療効果の期待を妨げるものではない
ことがわかった。一方、In-111 抗体集積と
FDG 集積との間に正の相関があることが示さ
れた。	
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